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【評価規準】 Ａ：目標達成（９５％～１００％）Ｂ：おおむね達成（８０％～９４％）Ｃ：もう少し（６０％～７９％）Ｄ：できていない（５９％以下）

ビジョン（中期経営目標）実現
に向けての現状（進捗状況）と
今年度の位置付け

・児童の主体的な学びにつながるよう、思考力・判断力・表現力・発信力を高めるNIEの取組を通して、総合的な学習の時間・生活科を中心に取り組むとともに、確かな学力
を定着させるための研究に取り組んできた。一定の成果を上げることはできたが、今年度は、昨年度末に課題としてあげられた、主体的に学び続けることができる学習力や
学んだことを効果的に伝える発信力の定着と向上、地域や社会とのつながりの実感をもち、大切に思う心情の醸成、「あいさつ」や「感謝」を大切にし、自らの生き方を考え
る力の伸長を目指し、取り組んでいく。

令和８年度　府中町立府中北小学校　　学校評価自己評価表

学校教育目標 自ら育つ 経営理念
ミッション・ビジョン

（ミッション）
〇基礎学力、活用力の育成による確かな学力の定着と向上。
〇地域や社会とのつながりの実感をもち，大切に思う心情の醸成。
〇「あいさつ」や「感謝」を大切にし，自らの生き方を考える力の伸長。
（ビジョン）
【目指す学校像】
〇子どもが豊かに育つ学校。教職員がいきいきと働く学校。家庭、地域から信頼される学校。
【目指す児童像】
〇見通しをもち、自ら意欲をもって学ぶ子。互いの良さを認め合い、共に育つ子。夢や目標をもち、粘り強く挑戦する子。
【目指す教職員像】
〇教育公務員としての誇りをもち、児童の伸長を喜びあえる教職員。組織の一員としての責任と自覚をもち、協働する
教職員。互いに高めあい、自らの資質・能力向上をめざす教職員。

評価計画（中期経営目標を設定して３年目）　　　　　　　 【評価規準】 Ａ：目標達成（９５％～１００％）Ｂ：おおむね達成（８０％～９４％）Ｃ：もう少し（６０％～７９％）Ｄ：できていない（５９％以下）
　　下段：目標値を１００％とした達成率。　　「例　目標値８５％→アンケート結果９２％　→目標値を超えているので評価はＡ」

中期（３年間）経営目標 短期（今年度）経営目標 目標達成のための方策 評価指標
目
標
値

評価結果

　１０月 　２月

a　確かな学力

○NIEを基盤とした思
考力・判断力・表現力・
発信力の向上

・生活科、総合的な学習の時間を中心に、思考力・
判断力・表現力・発信力を育むNIE活用。

・児童アンケートによる思考力・判断力・表
現力・発信力の高まりを感じられているかと
いう項目への肯定的評価をしている児童の
全校児童数に対する割合。

○授業改善を基盤とし
た学力の定着と向上

・授業改善による授業力の向上や帯タイムの活用
を通した基礎的な学力の定着と向上。
・中学校区での共通課題解決に向けた共同研究推
進。

・国語科、算数科の単元末テストの知識・技
能において、総得点達成率が８０％を超える
児童の割合。

ｂ　豊かな心

〇自分も相手も大切に
する豊かな心の育成

・ピア・サポートの積極的で計画的な活用と充実。
・児童による主体的活動を通した自己有用感、自
己効力感、回復力を高める取組の推進。

・児童アンケートによる自己有用感を感じら
れているかという項目への肯定的評価をし
ている児童の全校児童数に対する割合。

〇規範意識を育む生
徒指導の充実

・積極的生徒指導の推進、全教職員による組織的
指導。

・児童アンケートによる名札の着用、授業前
準備、廊下歩行、無言清掃、下駄箱の靴揃
えができているかという項目への肯定的評
価をしている児童の全校児童数に対する割
合。

ｃ　健やかな体

〇体力つくり推進によ
る体力・運動能力の向
上

・基礎体力、運動能力向上のための組織的取組の
充実。

・握力、ソフトボール投げで、各学年平均得
点（C判定）を上回ることの達成率

〇基本的生活習慣の
定着

・基本的な生活習慣づくりに向けての取組の充実。 寝る前のメディアの使用　1時間前
　７日中４日間の達成率

ｄ　信頼される学校

〇計画的業務改善の
推進
〇教職員の健康管理
の充実

・個々の教職員による見通しをもった勤務管理の
推進と、計画的な分掌運営の推進。
・教職員の業務量管理による健康確保の推進。

・児童・生徒と向き合う時間が確保できてい
ると思う教員の割合（教職員アンケート）

〇コミュニティ・スクー
ルの充実

・コミュニティ・スクールによる教育活動支援の充
実、保護者、地域諸団体との連携及び情報共有の
推進。

・ＣＳ活動についてのＨＰ上の情報発信の回
数

　　　結果の分析・解釈（中間　１０月）　　　　　　成果…●　課題…▲

改善方策案（中間　１０月）


